
1

維
新
の
記
憶
に
残
る
「
最
後
の
戦
い
」

増

山

雄

三

信

州

長

野

県

の

か

つ

て

の

中

山

道

沿

い

に

、

「

魁

塚

」

と

い

う

石

碑

が

建

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

「

相

楽

塚

」

と

も

呼

ば

れ

て

い

て

、

明

治

維

新

に

際

し

て

官

軍

側

に

つ

い

た

、

草

莽

の

志

士

集

団

だ

っ

た

「

赤

報

隊

」

を

率

い

た

、

「

相

楽

総

三

（

一

八

三

九

～

六

八

）
」

ら

が

処

刑

さ

れ

た

場

所

で

あ

る

。

相

楽

の

本

名

は

、

小

島

四

郎

将

満

と

い

い

江

戸

の

郷

士

だ

っ

た

が

、

文

武

両

道

で

、

二

十

才

の

こ

ろ

か

ら

私

塾

を

開

い

て

歌

学

や

国

学

そ

れ

に

兵

学

も

教

え

て

、

二

百

人

を

超

え

る

門

弟

が

い

た

と

さ

れ

る

人

物

だ

が

、

彼

の

死

後

、

同

志

ら

に

よ

る

名

誉

回

復

の

動

き

が

起

き

、

魁

塚

が

建

て

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

こ

の

赤

報

隊

は

、

倒

幕

の

た

め

の

官

軍

先

鋒

隊

の

一

つ

と

し

て

、

薩

摩

の

西

郷

隆

盛

や

公

家

の

岩

倉

具

視

の

支

援

を

得

て

結

成

さ

れ

た

も

の

だ

が

、

慶

応

四

年

（

一

八

六

八

年

）

一

月

の

鳥

羽

伏

見

の

戦

い

で

敗



2

れ

退

却

し

た

幕

府

軍

の

軍

勢

を

、

西

郷

や

岩

倉

ら

は

東

征

で

更

に

決

着

を

つ

け

よ

う

と

考

え

て

い

た

。

そ

こ

で

、

西

郷

と

岩

倉

ら

の

新

政

府

側

は

、

勤

皇

倒

幕

を

志

す

郷

士

を

集

め

、

同

年

一

月

八

日

、

近

江

で

相

楽

を

一

番

隊

長

と

す

る

赤

報

隊

を

決

起

さ

せ

、

「

租

税

を

軽

く

す

れ

ば

、

民

衆

は

朝

廷

の

あ

り

が

た

さ

に

感

激

し

て

、

旧

幕

府

を

倒

す

東

征

の

助

力

に

な

る

」

と

、

年

貢

半

減

を

新

政

府

に

建

白

さ

せ

た

。

そ

の

後

、

赤

報

隊

は

軍

資

金

や

小

銃

は

薩

摩

藩

か

ら

提

供

を

受

け

、

「

年

貢

半

減

」

を

布

告

し

て

東

山

道

を

進

み

、

反

幕

府

の

民

意

を

煽

り

、

三

百

人

以

上

の

農

民

を

次

々

と

味

方

に

つ

け

た

が

、

実

は

、

正

式

な

「

官

軍

之

御

印

」

は

貰

え

な

か

っ

た

し

、

年

貢

半

減

も

新

政

府

の

確

固

た

る

方

針

で

は

な

か

っ

た

。

と

い

う

の

は

、

新

政

府

は

資

金

の

提

供

者

で

あ

る

商

人

か

ら

の

圧

力

も

あ

り

、

年

貢

半

減

を

撤

回

せ

ざ

る

を

得

な

く

な

り

、

赤

報

隊

に

京

都

へ

の

帰

還

を

命

じ

る

も

、

相

楽

は

そ

れ

に

従

わ

ず

に

倒

幕

を

急

ぎ

、

現

在

の

群

馬

と

長

野

の

県

境

で

あ

る

、

旧

政

府

軍

が

北

へ

逃

れ

る

際

の

要

衝

と

な

る

「

碓

氷

峠

」

の

攻

略
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を

め

ざ

し

、

二

月

に

下

諏

訪

に

入

っ

た

も

の

の

、

も

は

や

、

新

政

府

に

と

っ

て

赤

報

隊

は

、

命

令

違

反

を

起

こ

し

た

「

偽

官

軍

」

だ

っ

た

。

そ

こ

で

新

政

府

は

、

「

勅

命

と

偽

っ

て

官

軍

先

鋒

隊

を

名

乗

り

、

勝

手

に

進

軍

し

た

」

と

い

い

、

赤

報

隊

に

偽

官

軍

の

汚

名

を

着

せ

、

信

濃

国

下

諏

訪

で

慶

応

四

年

｛

一

八

六

八

年

｝

三

月

三

日

、

一

番

隊

長

の

相

楽

総

三

ほ

か

幹

部

八

人

を

断

首

し

て

し

ま

っ

た

。

無

謀

と

も

思

え

る

よ

う

な

赤

報

隊

の

碓

氷

峠

へ

の

進

軍

は

、

そ

れ

が

正

し

い

と

い

う

純

粋

さ

と

、

最

終

的

に

は

、

新

政

府

か

ら

理

解

し

て

も

ら

え

る

と

い

う

信

念

が

あ

っ

て

の

事

だ

ろ

う

が

、

処

刑

の

際

、

相

楽

総

三

は

一

言

も

発

さ

ず

、

身

動

き

せ

ず

に

た

だ

そ

の

時

を

待

つ

の

み

だ

っ

た

と

い

う

。

先

述

の

よ

う

に

、

彼

の

死

か

ら

暫

く

た

っ

た

明

治

三

年

（

一

八

七

○

年

）

に

「

魁

塚

」

が

建

て

ら

れ

、

大

正

期

に

は

慰

霊

祭

の

「

相

楽

祭

」

が

行

は

れ

、

昭

和

の

初

期

に

は

、

相

楽

に

正

五

位

が

追

贈

さ

れ

て

名

誉

が

回

復

さ

れ

、

毎

年

、

命

日

に

近

い

四

月

の

第

一

日

曜

日

に

は

、

有

志

に

よ

る

「

相

楽

会

」

が

魁

塚

で
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相

楽

祭

を

執

り

行

は

れ

、

隊

士

の

子

孫

や

各

地

の

歴

史

フ

ァ

ン

も

参

列

し

、

大

い

に

賑

わ

う

と

い

う

。

だ

が

、

令

和

初

と

な

る

今

年

は

、

高

齢

化

も

進

み

会

員

数

も

減

り

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

感

染

拡

大

の

影

響

も

あ

っ

て

、

役

員

十

数

人

だ

け

で

実

施

さ

れ

た

と

い

う

が

、

そ

れ

で

も

、

志

半

ば

で

倒

れ

た

相

楽

ら

を

慰

め

た

い

と

い

う

思

い

は

、

今

も

継

承

さ

れ

て

い

る

。

一

方

、

赤

報

隊

が

散

っ

た

七

ヶ

月

後

の

明

治

元

年

（

一

八

六

八

年

）

十

月

二

十

一

日

、

箱

館

北

方

の

鷲

の

木

（

現

北

海

道

森

町

）

に

、

旧

幕

府

軍

の

一

部

が

蝦

夷

と

呼

ば

れ

た

北

海

道

に

渡

り

、

旧

幕

府

海

軍

副

総

裁

を

し

て

い

た

「

榎

本

武

揚

」

を

総

裁

に

選

出

し

て

、

蝦

夷

地

開

拓

と

ロ

シ

ア

に

備

え

る

北

方

警

備

を

行

う

目

的

で

、

「

蝦

夷

共

和

国

」

を

設

立

し

た

。

と

い

え

ば

聞

こ

え

は

良

い

が

、

実

は

、

德

川

が

四

百

万

石

か

ら

静

岡

藩

七

十

万

石

に

減

俸

さ

れ

、

幕

臣

の

八

割

が

た

が

失

職

し

て

し

ま

っ

た

か

ら

で

、

当

時

の

箱

館

は

国

際

港

で

貿

易

が

で

き

た

し

、

地

下

資

源

が

豊

富

だ

っ

た

事

に

目

を

つ

け

た

の

で

あ

る

。

こ

の

共

和

国

政

権

の

運

営

や

戦

闘

は

、

国

際

法

の
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ル

ー

ル

と

は

何

か

と

い

う

事

を

、

常

に

認

識

し

な

が

ら

進

め

ら

れ

て

い

た

が

、

諸

外

国

は

当

初

、

蝦

夷

政

権

を

「

事

実

上

の

政

権

」

と

み

な

し

て

中

立

を

守

っ

て

い

た

が

、

早

々

に

こ

の

共

和

国

は

、

日

本

政

府

に

対

す

る

反

乱

軍

と

い

う

扱

い

に

変

え

て

い

っ

た

。

榎

本

が

率

い

た

旧

幕

府

艦

隊

の

「

開

陽

丸

」

は

、

国

内

で

は

無

敵

の

最

新

鋭

艦

で

、

新

政

府

軍

側

の

海

軍

力

を

圧

倒

し

て

い

た

が

、

江

戸

城

が

無

血

開

城

さ

れ

た

後

、

若

年

寄

の

永

井

尚

志

ら

二

千

人

余

り

の

德

川

脱

藩

の

家

臣

を

、

分

乗

さ

せ

江

戸

を

逃

れ

た

。

そ

し

て

、

複

数

の

軍

艦

が

寄

港

し

た

途

中

の

仙

台

で

、

東

北

戦

争

に

敗

れ

た

将

兵

も

収

容

し

た

が

、

そ

の

中

に

、

歩

兵

奉

行

並

の

大

鳥

圭

介

や

、

新

選

組

副

長

の

土

方

歳

三

、

そ

れ

に

、

桑

名

藩

主

で

京

都

所

司

代

を

務

め

た

松

平

定

敬

な

ど

も

い

た

。

そ

し

て

、

土

方

歳

三

の

部

隊

が

、

津

軽

海

峡

に

臨

む

、

幕

末

の

西

洋

式

城

郭

だ

っ

た

「

五

稜

郭

」

を

守

っ

て

い

た

、

新

政

府

の

守

備

兵

を

追

い

払

い

、

さ

ら

に

、

松

前

藩

の

福

山

城

を

陥

落

さ

せ

た

。

序

で

な

が

ら

、

こ

の

五

稜

郭

は

中

央

に

周

囲

を

威
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圧

す

る

天

守

閣

は

な

く

、

箱

館

奉

行

所

の

簡

素

な

建

物

が

あ

る

だ

け

で

、

い

ま

隣

接

す

る

五

稜

郭

タ

ワ

ー

か

ら

見

下

ろ

す

と

、

石

垣

と

堀

が

「

星

形

」

だ

と

分

り

、

今

は

復

元

さ

れ

内

部

も

見

る

事

が

で

き

る

。

と

こ

ろ

で

、

こ

の

共

和

国

の

首

脳

人

事

は

、

元

老

中

や

藩

主

も

い

た

も

の

の

、

米

合

衆

国

に

倣

い

士

官

以

上

に

よ

る

選

挙

で

決

め

、

箱

館

に

は

諸

外

国

の

領

事

も

い

て

、

外

交

力

が

必

要

な

の

で

、

そ

れ

に

は

、

オ

ラ

ン

ダ

に

留

学

し

た

経

験

を

持

ち

、

国

際

法

に

通

じ

て

い

た

「

榎

本

」

が

適

任

だ

っ

た

。

戊

辰

戦

争

は

、

も

は

や

攘

夷

派

と

開

国

派

の

争

い

で

は

な

く

な

っ

て

い

て

、

む

し

ろ

、

列

強

に

よ

る

植

民

地

化

に

抵

抗

し

う

る

統

一

政

府

樹

立

と

い

う

一

点

で

、

旧

幕

府

勢

と

新

政

府

勢

の

目

標

は

一

致

し

て

い

た

の

で

、

こ

の

時

期

、

開

国

は

不

可

避

だ

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

德

川

排

除

の

是

非

を

巡

っ

て

の

内

戦

は

続

発

し

て

い

て

、

双

方

が

大

義

を

掲

げ

、

列

強

の

監

視

下

で

、

国

際

法

を

参

照

し

な

が

ら

争

い

、

そ

の

最

後

が

「

箱

館

・

五

稜

郭

」

の

戦

い

だ

っ

た

。

こ

の

戦

い

で

、

蝦

夷

共

和

国

の

榎

本

軍

は

、

旗

艦
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の

開

陽

丸

が

悪

天

候

で

沈

没

し

て

、

戦

力

が

弱

体

化

し

て

い

た

の

で

、

観

念

し

た

榎

本

は

、

座

右

の

書

だ

っ

た

国

際

法

の

「

万

国

海

律

全

書

」

を

、

新

政

府

軍

参

謀

だ

っ

た

「

黒

田

清

隆

」

に

渡

し

、

降

伏

し

た

。

榎

本

武

揚

は

、

意

外

に

も

明

治

に

な

っ

て

新

政

府

の

要

職

を

務

め

、

そ

れ

ま

で

と

は

全

く

違

う

生

き

方

を

し

た

が

、

そ

れ

は

、

自

分

の

能

力

を

国

の

た

め

、

人

々

の

た

め

に

使

お

う

と

考

え

た

か

ら

で

、

名

前

か

ら

す

る

と

い

さ

さ

か

勇

ま

し

い

感

じ

が

す

る

が

、

実

際

の

人

柄

は

ざ

っ

く

ば

ら

ん

で

、

江

戸

っ

子

だ

っ

た

の

で

、

ベ

ラ

ン

メ

エ

調

で

話

し

て

い

た

と

い

う

。

そ

し

て

、

謡

曲

や

小

唄

そ

れ

に

端

唄

や

長

唄

も

、

非

常

に

う

ま

く

玄

人

は

だ

し

で

、

試

し

に

吹

き

込

ん

だ

レ

コ

ー

ド

を

、

会

社

の

人

が

当

時

の

尾

上

菊

五

郎

へ

持

っ

て

行

く

と

、

「

榎

本

子

爵

な

の

か

・
・
」

と

驚

か

れ

、

そ

の

後

二

人

は

仲

良

く

な

っ

た

と

い

う

。

こ

の

話

は

、

い

ま

「

開

陽

丸

子

孫

の

会

」

の

会

長

を

務

め

る

、

八

十

二

才

に

な

っ

た

曾

孫

の

「

榎

本

隆

充

」

さ

ん

の

思

い

で

話

で

あ

る

。

令

和

二

年

六

月


